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●強軸まわりに曲げを受けるＨ形断面梁の設計(SUS304A) 

 

（１）設計用応力 
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（２）使用 SUS 材 
 BH-250×150×3×4(SUS304A) 
 ・断面性能 
   23 mm10926.1A ×=

    47
X mm1017.2I ×= 35

X mm1074.1Z ×=

 ・設計用諸値 

  mm5.73
2

3150b =
−

=  

  mm24224250d w =×−=  

 ・断面の幅厚比（1.1 適用範囲） 
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  よって，本マニュアルの適用範囲となる． 
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（３）許容耐力の検討 
1) 曲げ 
部材応力の大きい短期荷重時にて検討する． 

中央-Y2 区間において 
a) 曲げ有効断面（3.3.3 曲げ有効断面） 

 曲げ圧縮側フランジについて 
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 ウェブについて 

  mm3.2153
235

1100t
F

1100d wwe =×==  

 よって、有効断面の断面性能は以下となる． 
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  b) 許容曲げ応力度（3.3.4 許容曲げ応力度） 
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c) 曲げ応力度（3.3.2 曲げ応力度） 
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Y１-中央区間において同様に検討すると以下となる． 
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  ※圧縮側フランジはシアコネクタでコンクリートスラブに緊結されているため とする． tb ff =

 

3) せん断（3.3.5 ウェブのせん断応力度と許容せん断応力度） 
部材応力の大きい長期荷重時にて検討する． 
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（４）たわみの検討 
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